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注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。
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地域住民や個人のボラン
ティア・他の関係機関と
の繋がりが薄い。

生活状況がご家族様にも
把握しやすいように配慮
し、入居者様とご家族様
との話題提供をすること
で関係性の確保を図る。

施設の行事等を幅広く地
域社会に発信し、地元地
域に根差した施設づくり
を行う。

生活状況について、(日
頃の様子・行事の様子
等）ご家族様・来所者の
方々に分りやすいように
する。
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目標達成に
要する期間

目　　標
目標達成に向けた

具体的な取組み内容
現状における
問題点、課題

施設理念の見直しがされ
ておらず、開所当初の理
念を掲げており,ケアに
活かすことが出来ていな
い。

現在の入居者様に合った
理念を職員全体で考え、
共有すると同時に、実践
に活かす。
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理念をケアに活かすこと
の重要性について会議で
取り上げ、新たな理念を
構築するとともに実践に
活かすようにする。

年度末まで
に(４ヶ月
以内)

行事（地域交流会等）の
際には、町内の派出所や
消防署・個人のボラン
ティアにも周知し交流を
図る。

活動状況や行事写真の掲
示を定期で更新する。生
活の様子については居室
担当より状況報告をご家
族様にお渡しする。

年度末まで
に(４ヶ月
以内)

年度末まで
に(４ヶ月
以内)

一万人市民委員会宮城


